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発刊にあたって

立成元年11月3日、本会は第20回博報虹と文部大臣奨励宜を受買しました。

本会発足28年目のハプニングでした。

rハプニング」と申し上げたのは、微力な本会が複雑多岐な「盲大学生に

かかわる問題」ととりくみ、わずかでも成果をあげ得たとすれば、それはひ

とえにご理解ある団体や関係者のご支援のたまものであり、それが「本会の

実絞」として評価され「宜」をいただいたからです。「完全参加と平等」とい

う国際節害者年のスローガンをバッ クにしても解決のむずかしい「大学の門

戸開放」 「入学後の学習面での困難点の解消」「卒業後の職域の拡大」に一層

努力するようにとの 「はげましの1’i」と していただきました。あらためて皆

様にお礼を申し上げます。

年々、健常者の大学進学者は増えています。盲人の場合も例外ではあり ま

せん。しかし、全国にある国公私立の大学と短大合わせて1083大学（国立96、

公立39、私立364、短大の国立41、公立53、私立490)のうち、点字による入

試を認めている大学はその 1割にしか達しません。

私たちが戦後、新憲法に保障された「教育の機会均等」をもち出すまでも

なく 、自然のなりゆきとして大学進学を実現した昭和24年は、たったの 3大

学でしたから名実共に現在の数は目をみはるものがあると言えるかも知れま

せん。

しかし私たちは、健常者同様すべての大学にチャレンジできるような実態

を近い将来に実現しなければならないと思っております。その意味からも改

めて過去をふり返り、それをたたき台にして問題解決に取り組むことが重要

であると考えました。

昭和24年に正規の学生として大学進学が盲人に認められてから40年という

節目でその「あゆみ」を糎めることになり、 「刊行委員会」（八王子福祉園の

谷合侑先生、田中・出版、 富田 ・大学進学、直居・調査研究の 3理事と高橋）

を設置し大綱をま とめ、執筆を谷合先生にお願いしました。

幸い、新日本友の会の出版助成をいただくことができ、このような貴重な
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図書ができました。あらためて新日本友の会ならびに谷合先生にお礼申し上

げます。

就職問題については後述しますが、大学に盲人が入学した以上、学習面で

の配慮は大学の責任であると思います。しかしこれらを強調しすぎますと、

自然、大学側が点字による入試を踏躇することにつながりかねません。幸い、

3団体が盲大学生を対象に した育英制度を設けていますが、この恩恵に浴す

る人たちは毎年入学者の 4分の 1足らずの学生で、それでもテキス トや参考

書をすべて点字または録音するという経牲には及びません。

私は、近い将来このよう なサーピスを行なう公的機関を設置するか、国が

委託事業として経済的助成をするような制度を働きかけています。それまで

の間、本センターが理解ある助成団体やボランティアのお力添えをいただき、

学生や大学等のニーズに応えていかなければな らないと思っております。

その参考資料のひとつとして、今春視覚障害者が在籍ないしは在籍したこ

とのある大学76校を選び「視覚障害学生に対する施設設備面並びに学習面に

おける大学の配慮」についてのアンケート を行ないました。

これを中心に年末に出版したいと目下作業を進めております。幸い、安田

火災記念財団の出版助成を得ましたので、この図書同様皆様に期待される図

書をお届けできるものと思います。

最後に、大卒者を中心にした職域拡大についても社会福祉事業開発基金の

ご助成をいただき平成3年夏出版する予定です。

本会は平成 3年7月、発足30周年を迎えます。これを記念して先の 3書が

相ついで日の目を見ることができればこれ以上の喜びはあ りません。

（盲学生清報センター所長高橋実）
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まえがき

新制大学制度になってから、視算障害学生が大学に入学したのは、昭和24

年が初めてであった。この時、同志社大学、早稲田大学、日本大学の 3校が、

盲学生を受入れた。それから40年が経過し、昭和63年現在で、視覚障害者に

門戸を開放している大学は、短期大学を含めてllO校に達している。この40年

の道のりは、まことに遠く厳しいものであった。

はじめ盲学生たちは組織を持っていなかった。大学に対する点字受験の交

渉、入学後の点訳 ・朗読ボランティア探しなど、みな個人でせざるをえなか

った。昭和26年9月、日本盲大学生会が結成され、門戸開放運動 ・学習権の

保障運動などを展開したが、組織上の弱さから昭和33年には、活動ができな

い状況となって しまう。この後4年間は、盲学生たちは相互の情報がえられ

ず、孤立した厳しい冬の季節を過ごすことになる。

昭和36年7月、大学を卒業したOBを中心に、組織の再建が図られた。大

阪において「文月会」（昭和39年 7月、日本盲人福祉研究会（文月会）と改

称、以下、「文月会」と いう）が結成されたのである。この会が、大学の門戸

開放運動に本格的に取り組んだのは、昭和40年からであった。大学の門戸開

放運動は、盲学生の教育基本権獲得の闘いであり、学習権保障の闘いであっ

たが、さらに この運動は、 「教育」問題にとどまらず「職業」問題と密接不可

分のものであった。文月会は、大学進学対策委員会と同時に、就職対策委員

会を設け、この二つの課題に当初から取り組んできた。しかし、 一つの団体

がこの二つの大きな課題に取り組むことには、限界があった。職業問題を専

門的に取り組む組織が必要である。運動の経過の中で、このことが痛感され

てきたのであった。

この願いが実現したのは、昭和52年 8月であった。「文月会」と全日本視力

障害者協議会（全視協）との共催によって、「視覚障害者の雇用を進める全国

大会」が開催され、さ らに両団体によって「全国視覚障害者雇用促進連絡会」

（雇用連）が結成されたのである。ここに「大学の門戸開放」の運動体と、

「雇用促進」の運動体との、車の両輪が整ったことになる。

この車の両輪は、現在もなお絶え間なく回転しつづけている。大学の門戸
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開放は100校を越え、職業問題の打開も徐々に進みつつある。しかし、運動の

成果は微々たる品的変化にとどまっており、行政サイドの抜本的な制度改正

を伴う、質的変化にまで至っていないのである。

本書は、「視覚障害者と大学」の40年のあゆみを、「大学の門戸開放」運動

を中心に 6期にわけて検討 ・考察してみたいと思う。特に、正確な資料を数

多く収録すること、体験記によって当時の生々しい状況を検証すること、の

2点に留意して編集 ・執筆したいと思う。

1990. 2. 編集責任者谷合侑
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第一章 前史
（明治時代末から昭和23年まで）

1.明治 ・大正期

（視覚障害者の大学進学は明治末から始まる】

視虻障害者の大学進学は、明治時代の末から始まっている。すなわち、明
よしもとただす かずお

治33年、好本督氏が東京高商（現ーツ橋大学）を卒業し、同34年、大橋五男

氏が同志社神学部を卒業しているが、両人ともこの時は弱視であった。全盲

者をはじめて受入れた学校は、九州学院神学部（熊本）で、明治44年、石松

拭蔵氏が入学している。彼は自叙伝 『盲目の恩寵』の中で、次のように述べ

ている。

「今や私は決心した。私は牧師に依頼して、入学の日を待っこととなった。

ちょうどその日、佐賀の県庁から通知があって、東京盲学校師範科入学の推

鹿状を諮求せよといってきたが、これを断って、しばらく鐘崎にとどまり、

説教所で働くこととなった。かく万事が決定したとき、私は盲人を教育する

に、必ずしも師範科へ入学する必要のなかったことを覚った。（中略）明治44

年の秋、 10月17日は、私が九朴I学院神学部に入った日である。（中略）勉強の

方法を定めるために、私は 2• 3日聴講したが、ほぽ見当もついたので、こ

れからは毎日教室へ出て、学友と共に勉学することとなった。教授からも多

大の同情と、いろんな便宜があたえられて、私は案外容易に勉強することが

できた。 謂義を点字で筆記することを許されたので、さしたる苦心もなくす

んだ。ただ、語学は教科書がないため、言い難い不便を感じた。そこで、私

は英国から点字の原書を取り寄せて、学友とは別個の語学勉強法を取る外は

なかった。試験は点字で答案を書いて、直ちに別室で教授の前で朗読した。」

こうして、彼は 4年間の勉学を終え、大正4年6月、ルーテル神学校第 1

回卒業生として、世に出たのである。

【同志社大学への嘆願書】

大正2年、熊谷鉄太郎氏が関西学院神学部へ、聴講生として入学した。そ

して同 4年、岩橋武夫氏が関西学院文学部へ、正式な学生として初めて入学

することになる。九州学院を卒業した石松菫蔵氏は、大正5年、早稲田大学
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文科哲学科の聴講生となり、 2年間在学した。同 6年、鳥居篤治郎氏は同志

社大学に入学受験の嘆願書 （「文月会20年のあゆみ」に収録）を提出したが、

ついに門戸は開かれなかった。嘆願書の全文は、巻末資料 1として掲載した。

彼の失望は計り知れないものがあったが、この成果は、戦後の新制大学制度

になって実るこ とになる。

【盲女性初めて大学に進学】

大正 7年、 東京女子大学は盲女子にはじめて門戸を開いた。同校は開校と

同時に、全盲の斎藤百合氏が予科へ入学することを認めたのである。彼女は

入学後、本科英文学科→高等学部→大学部英文学科と進学し、 5年間余り在

学した。

彼女の入学当時のようすを、 『光に向って咲けー一一斎藤百合の生涯』（粟津

キヨ著、岩波新書）に、 次のように述べられている。

「当時はまだ盲青年の大学入学も、ほとんど認められていなかった。まし

て百合は盲女子であり、その上主婦であり 、大正5年8月に長女久美が生ま

れていたから、幼児を持つ母でもあった。年も28オになっていた。経済的に

も決して裕福とはいえない。そのような不利な条件ばかりそろった中で、“盲

婦人の地位向上”という熱情だけを、ただ一つふりかざしてみても、入学を認

められるはずはない、と思わぬわけでもなかった。しかし夫は、 『やれるだけ

やってみるんだね』といって、百合の無謀としか言いようのない、女子大学

への望みに理解を示し、励まして くれた。 （中略）入学試験は口頭で行われ

た。面接の時、学長代理の安井てつ学監は、いきな り言った。『こ こは、勉学

の意気に燃えているお嬢さんたちの集まる所です。 結婚しているめくらの女

が、大きなお腹にでもなったら、どんな勉強ができる というのですか。』覚悟

はして来たのだったが、こんな言い方をされようとは思わなかった。しかし、

こうまであからさまに言われると、彼女の気持ちはかえって落ちつき、相手

が聞いているかどうか、どっちを向いているのかもわからなかったが、言い

たいことだけは言おうと思った。 盲女子の置かれている社会的地位がいかに

低いか、それを高めるために、一人でも二人でも高等教育を受けたい、いや

受けなければならないのです、と百合はしゃべるだけしゃべって帰ってきた。

それから 1週間後、東京女子大から『特別生として入学を許可する』という
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文面の速達便が届いた。すでにあきらめていた百合は、その手紙を胸に抱い

て、 声をあげて泣いた。」

大正期に大学へ進学した盲女性は、彼女一人であった。昭和18年には、金

井キヨ氏が斎藤百合氏のすすめで、東京女子大学高等学部へ入学している。

2. 昭和前期

【関西学院大学盲学生のメッカとなる】

昭和 3年、関西学院は同校を卒業した岩橋武夫氏を謂師に迎えた。彼は宗

教哲学 ・英文学を担当するが、これを契機として同学院は、意欲ある盲学生

達のメッカとなった。同 4年、大村善永氏が文学部英文科に入学する。同 7

年、関西学院は専門学校から大学へ昇格する。同10年、瀬尾真澄氏が神学部
まさし

へ、同11年下沢仁氏が神学部へ、本間一夫氏が文学部英文科へ、同12年、 高
まさのり

尾正徳氏が文学部社会科へと相次いで入学し、岩橋教授の惹陶を受けたので

ある。

本間一夫氏は、入学当時のようすを、自叙伝 『指と耳で読む』（岩波新書）

の中で、次のよう に語っている。

「盲学生が全部で30数人とい う小さな函館盲唖院から、盲教育とは何のか

かわりもない天下に名だたる関西学院を志すということは、文字通り井の中

の蛙が大海を望むにも等しいことでした。これこそー大決心が必要だったわ

けです。まず最初の心配は、入学試験をどういう形で受けさせてくれるか、

ということでした。しかし、学院側もかなり綿密な調査をしていたらしく、

実際は口頭試問を主とする人物考査に重きがおかれ、思ったよりも簡単な試

験で終りま した。 （中略） 1年生の時は教科書を友人に読んでもらって、それ

を全部点字で書き、自分で教科書作りをしま した。しかし、それだけで一日

に数時間が必要で、本当の意味の勉強をする時間がとても取れないのです。

これではダメだと気づき、2年生の時からは東京の小林隆平さんにお願いし

て、点字用紙 1枚 4銭または 5銭で、点訳してもらいました。これは経済的

に相当の負担であったばかりでなく、東京と関西との往復郵便にも手間どり、

授業に間に合わないことも再三でした。」

この頃、関西学院大学と東京女子大学は、盲人に理解をしめす数少ない大

学であった といってよい。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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